
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 

                              
  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
   

 

   

安永川トンネル（平 和 ・秋 葉 工 区 ）だより   

 

第 48 号 
 

平成 26 年 12 月 
 

発行：鹿島・藤本建設共同企業体 

ﾄﾝﾈﾙの内側にｺﾝｸﾘｰﾄの壁などをつくっています（仕上げ工事） 

連 絡 先 

 〒471－0873 豊田市秋葉町 6 丁目 46-1  

鹿島・藤本建設共同企業体 

現場代理人  越川 俊幸 ＴＥＬ 0565-37-3635 

 

引き続き現場見学会を開催しますので、 
是非ご家族でご参加ください。 
【日 時】12 月 13 日（土）14 時 00 分～ 
【雨天時】雨天時も開催します 
【服 装】長靴または汚れてもよい運動靴、 

サンダル・スカートは不可 
【連 絡】参加いただける人数に限りが 

あります。（20 名程度）参加 
いただける場合は、下記まで 
連絡ください。（先着順です） 

  （電話）0565-37-3635 越川・神谷まで 
【集合場所】秋葉町 6 丁目 46-1 現場事務所 
参加申し込みいただいた方には、集合場所 
の地図をお届けします。 

【その他】 
・今回は「トンネルの通り抜け」ではなく 
 途中でＵターンしていただきます 
・年齢制限はありませんが、ベビーカーで 
 トンネルには入れません 

安永川トンネル現場ＨＰ 

http://www.aneigawa-tunnel.com/ 
 安永川トンネル 

 
 

 

工事着工からこれまでを振り返ります 

 

 

平成23年1月号からお届けしてきました工事だ

よりですが、今月号で第 48 号と満 4 年となりま

した。 
第 1 号からこれまでの工事だよりの写真を使っ

て、工事着工からこれまでの 4 年間を振り返り

ます。 

 
  

 

外環状線の地盤改良では、交通

規制の期間を短くするため、照

明のもと夜間も作業をしました 

ＴＢＭでトンネルを掘る際にトン

ネル上部が崩れないよう、地盤改

良をしています 

上流側のトンネルの入り口の地盤を発

破を使い、3ｍほど掘り下げました。こ

こからＴＢＭでトンネルを掘りました。 

ＴＢＭを組み立てています。青い

丸い部分が、約 80ｔもあるカッタ

ーヘッドです 

  

 

 

現場見学会の開催 

 

平成 26年 4月号 

平成 26 年 3 月号 

平成 25 年 12 月号 

 

平成 25 年 7 月号 平成 24 年 11 月号 

 
1 年余りをかけ 
ＴＢＭが、秋葉か

ら水源に到達し

ました。太田市長

ほかによる貫通

式での除幕の様

子です。 

ロードヘッダーによる拡幅工事の様子です。 
カッターヘッドが回転し、硬い岩盤を削ります。 

拡幅工事にあた

り、平和小学校の

東側斜面で地盤

改良をしていま

す 

平和小学校の東側

の市道の嵩上げ工

事をしています。地

盤改良工事とあわ

せ、半年余りにわた

り通行止めとさせ

ていただきました。 

平和町のトンネ

ル工事のため立

ち退きいただい

た、住宅跡地を緑

地として整備し

ています。その完

成予想図です。 

ＴＢＭの発進式です。鈴木市長・ＴＢＭ愛称

名付け人の樋口さんほかが、発進ボタンを押

すとＴＢＭがゆっくりと回転し始めました。 

ＴＢＭの一番先端です。この写真

の向こう側で、カッターヘッドが

回転し岩盤を削っています。 

平成 23 年 5 月号 

 
平成 23 年 7 月号 

 
平成 23 年 6 月号 

 

平成 24 年 1 月号 

 
平成 23年 11月号 

 
平成 23年 8月号 

 

現在、トンネル内では、来年 2 月末竣工をめざし、トンネル内側にコンクリートの床・壁・天井をつくる

仕上げ工事をすすめています。 
無事故で竣工を迎えることができるよう、スタッフ一丸となって精進いたします。引き続き、ご支援・ご

指導賜りますようお願い申し上げます。 

 

工事着工前の地

元説明会を長興

寺・平山・平和

町・水源町の各自

治区で開催しま

した 

平成 23 年 1月号 

 

平成 26 年 10 月と

11 月に「掘り終っ

たトンネルを歩い

て通り抜ける」企画

を開催し、多くの方

に参加いただきま

した 

平成26年11月号 

 

離任のご挨拶 
4 年にわたり渉外担当として皆様にお世話になり

ましたが、このたび、この現場を離れることとな

りました。長い間ありがとうございました。 
                   渉外担当 嶋 貴 行 
 


